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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望

に
満
ち
た
新
し
い
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
国
内
で
は
２
月

の
大
雪
に
よ
る
被
害
、
台
風

18
号
・
19
号
を
は
じ
め
と
す

る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
、
異
常

気
象
に
よ
る
災
害
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
が
、
ソ
チ
冬
季
五

輪
で
の
日
本
選
手
の
活
躍
、

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産

へ
の
「
富
岡
製
糸
工
場
」
の

登
録
、
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
開
発
に

よ
り
「
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
」

が
３
人
に
贈
ら
れ
る
な
ど
、

明
る
い
話
題
な
ど
も
あ
り
ま

し
た
。

に
み
会
」
な
ど
の
新
規
事

業
も
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
あ
わ
せ
て
、「
義
経
ま

つ
り
」、「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
」、「
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
」
な

ど
の
元
気
活
力
事
業
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
見
町

が
「
東
日
本
大
震
災
」
や
「
原

発
事
故
」
か
ら
の
早
急
な
復

旧
・
復
興
を
加
速
し
、
安
全
・

安
心
で
明
る
い
魅
力
あ
る
町

を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
、
町

民
の
皆
様
、
関
係
団
体
の
皆

様
と
と
も
に
、
一
丸
と
な
っ

て
復
興
・
再
生
へ
向
け
て
進

め
て
い
く
こ
と
が
、
私
の
使

命
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

な
ど
の
各
種
戦
略
づ
く
り
な

ど
、
今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
「
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
交

流
人
口
拡
大
」
に
直
結
す
る

事
業
を
重
点
的
に
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
こ
れ
ら
の
事
業

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

は
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
更

な
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
が
皆
様
に

と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
あ

げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　

私
が
町
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
て
、
２
年
１
月
が
経
過

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

「
国
見
の
み
ら
い
を
つ
く
る

５
つ
の
目
標
」
を
掲
げ
、
東

日
本
大
震
災
、
原
発
事
故
か

ら
の
復
旧
・
復
興
や
元
気
活

力
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
住
宅
・
宅

地
除
染
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
年
度
１
５
０
０
戸
を
目
標

に
予
定
通
り
進
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
県
北
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
汚
泥
問
題
に
つ
き

ま
し
て
は
、
関
係
す
る
皆
様

の
ご
理
解
に
よ
り
ま
し
て
、

全
量
搬
出
に
向
け
、
仮
設
の

汚
泥
乾
燥
施
設
の
建
設
が
進

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
賠
償
問
題
に
つ
き
ま
し

て
も
一
定
の
前
進
が
図
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
風
評
被
害
の
払

拭
に
向
け
た
町
の
農
産
物
の

普
及
啓
発
事
業
の
た
め
、
北

海
道
・
東
京
・
中
部
地
方
な

ど
に
お
い
て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
精
力
的
に
展
開
し
た
ほ

か
、
交
流
人
口
の
増
加
へ
つ

な
げ
る
た
め
に
「
ふ
る
さ
と

祭
」、「
産
業
祭
」、「
東
京
く

　

平
成
27
年
は
、「
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
旧
復
興
」

「
安
全
安
心
」「
元
気
活
力
」

「
思
い
や
り
」「
国
見
町
の
継

続
的
な
維
持
発
展
」
の
５
つ

の
目
標
を
ベ
ー
ス
と
し
、
住

宅
除
染
推
進
、
風
評
被
害
対

策
、
空
き
家
対
策
な
ど
の
防

犯
防
災
対
策
、
農
商
工
の
振

興
対
策
、
元
気
活
力
に
つ
な

が
る
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
、
町
内
外
へ
の
情
報
発
信

や
交
流
人
口
の
拡
大
の
強

化
、
少
子
高
齢
化
社
会
を
見

据
え
様
々
な
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
の
振
興
な
ど
に
も
対
応
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
今
年
は
、
再
建
す
る

役
場
庁
舎
の
竣
工
を
控
え
、

「
国
見
町
生
誕
60
周
年
記
念

事
業
」、
平
成
28
年
度
中
に

オ
ー
プ
ン
予
定
の
「（
仮
称
）

里
ま
ち
文
化
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
道
の
駅
）整
備
事
業
」や「
歴

史
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
な
ど

に
よ
り
、
町
と
し
て
の
基
盤

を
し
っ
か
り
創
り
あ
げ
る
と

と
も
に
、
未
来
へ
と
維
持
発

展
さ
せ
る
た
め
、
地
方
創
生

平
成
27
年
１
月　

国
見
町
長　

　
　
　

太　

田　

久　

雄

平
成
27
年

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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伊達みらい農業協同組合小坂支店石蔵の内部　※壁は漆
しっくい

喰
（所在地：国見町大字内谷字西堂地内）

今回で 22 回のビッグツリー
点灯式。多くの方々のご協
力で、見事に光輝きました。
本当にありがとうございま
した。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

『国見のたからもの』

　　　　　　　
№ 8

当町固有の石材資源「国見石」を利用した石造建築は、大正期から昭和期にかけて盛んに造られました。現存最大規模
の石蔵である「伊達みらい農業協同組合小坂支店石蔵」( 昭和 16 年建築 ) は、手掘り加工の石材と屋根を支えるトラス
構造が特徴です。地元の石材と木材を用いて造った大工や石工の技術を現在に伝えています。

　

12
月
23
日
、
上
野
台
運
動
公
園

で
22
回
目
と
な
る
＂
あ
つ
か
し
山

ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
点
灯
式
〟
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
朝
か
ら
風
が
吹
き

荒
れ
、
各
地
区
で
予
定
さ
れ
て
い

た
キ
ャ
ン
ド
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
で
は
各
地
区
で
使
用
す

る
予
定
だ
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
も
運

び
込
ま
れ
８
０
０
０
本
の
キ
ャ
ン

ド
ル
が
灯
さ
れ
ま
し
た
。

　

点
灯
式
で
は
、「
明
日
へ
。
き

ず
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
個
人
の
部
は
秦

文
俊
さ
ん
（
藤
田
）、
団
体
の
部

は
復
興
有
限
責
任
事
業
組
合
除
染

作
業
所
に
＂
と
っ
て
も
素
晴
ら
し

い
で
賞
〟
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
キ
ャ
ン
ド
ル
に
火
が

灯
さ
れ
、
福
島
出
身
の
「
Ｍ
Ａ
Ｎ

Ａ
Ｍ
Ｉ
」
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
が
行
わ

れ
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

午
後
５
時
に
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
と
と
も
に
点
灯
さ
れ
、
２
０
０

発
の
花
火
が
花
を
添
え
ま
し
た
。

そ
の
後
参
加
者
に
は
、
商
工
会
青

年
部
の
国
見
味
噌
お
で
ん
や
果
菜

米
…
く
に
み
、
体
育
協
会
に
よ
る

す
い
と
ん
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し

た
。
１
月
７
日
ま
で
町
内
は
ビ
ッ

グ
ツ
リ
ー
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

に
彩
ら
れ
ま
す
。

あ
つ
か
し
山

         
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー

                   
を
灯
す
た
め
に

　

12
月
16
日
、
あ
つ
か
し
山

ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
の
点
灯
に
向
け

て
、
山
頂
に
電
飾
ケ
ー
ブ
ル
の

敷
設
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
雪
の
舞
う
中
、
実
行

委
員
会
に
参
加
し
て
い
る
国
見

町
土
木
建
設
業
協
会
・
管
工
事

組
合
が
中
心
と
な
り
34
人
の

＂
職
人
〟
に
よ
り
展
望
台
へ
の

足
場
の
設
置
と
ケ
ー
ブ
ル
の
敷

設
を
行
い
ま
し
た
。
寒
い
中
の

作
業
で
も
、ど
こ
を
通
し
た
ら
、

よ
り
き
れ
い
に
見
え
る
か
を
話

し
合
い
な
が
ら
、
点
灯
さ
れ
た

阿
津
賀
志
山
の
姿
を
想
像
し
な

が
ら
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
素
敵
な
ツ
リ
ー
を
見
て
も

ら
い
た
い
と
の
実
行
委
員
会
の

皆
さ
ん
の
思
い
が
、
ビ
ッ
グ
ツ

リ
ー
を
支
え
て
い
ま
す
。
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赤十字広報特使・藤原紀香さんと
わくわくクリスマス

　12 月 25 日、東日本大震災直後から、被災地訪問
を続けている赤十字広報特使の女優藤原紀香さんが
国見町を訪問しました。藤原さんが福島県を訪問し
たのは、今回で 5 回目。
　藤原さんは、日本赤十字社の補助等で整備された
屋内遊び場「くにみももたん」で行われたクリスマ
ス会に参加しました。クリスマス会では、サンタク
ロース、くにみももたんも参加し会場の子どもたち
は大喜び。また、藤原さんとのじゃんけん大会では、
子どもも大人も参加して行われました。最後は、会
場に来てくれた子どもたち一人ひとりに声をかけ、

お菓子のプレゼントをわたしました。
　大木戸仮設住宅では、飯館村から避難されている
方々と杵を使い餅つきを行いました。ついたお餅は
飯館村民と一緒にテーブルを囲み、頂きました。　　
飯館村の佐藤ハツヨさんからは、手編みのクッショ
ンが藤原さんにプレゼントされました。
　県北中学校生徒会の活動報告会では、生徒の代表
から日頃の赤十字活動等の報告がありました。その
後学校内で部活動の様子を見学されると、生徒たち
は大喜び、女子バスケ部では一緒にミニゲームをさ
れるなど生徒たちは楽しい一時を過ごしました。

12 月の子ども
たちの活動

12 月 13 日藤田保育所でのクリスマス会。
サンタさんの登場に園児は大興奮。「ね
え、サンタさんのおひげは白くて長い
ね。」ひげを触る園児。慌てるのは、サ
ンタさんとお母さんたち。どうか、この
ままのサンタさんでいてください。

12 月 6 日くにみ幼稚園で行われた生活
発表会。園児たちは、出番前はドキドキ。
いざ、ステージに立つととびきりの笑顔
で発表してくれました。
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−プロフィール−
・代表者　城田　斯長
・活動日　土曜日午後 1 時から午後 6 時
・主な活動場所　観月台文化センター
・会員数　21 人
・会　費　2,000 円 / 年　
・連絡先　☎ 585-2667　城田　斯長

VOL.37

国見町囲碁同好会

くにみ幼稚園

後藤　海

赤間彩夏

菊地ゆずは

岩崎　黎

　

国
見
町
囲
碁
同
好
会
の
発
足

は
23
年
前
。
そ
の
前
か
ら
、
囲

碁
を
楽
し
む
人
た
ち
が
集
ま

り
、
囲
碁
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

囲
碁
の
実
際
の
起
源
は
、

は
っ
き
り
と
は
わ
か
っ
て
い
な

い
そ
う
で
す
。
囲
碁
は
日
本
の

み
な
ら
ず
韓
国
、
北
朝
鮮
、
中

華
人
民
共
和
国
、
台
湾
な
ど
で

も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
そ
の
他
に

も
北
ア
メ
リ
カ
・
南
ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
も
競
技
人

口
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
今

日
、
囲
碁
は
世
界
80
ヶ
国
以
上

で
打
た
れ
て
お
り
、
世
界
選
手

権
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
見
町
囲
碁
同
好
会
は
、
旧

伊
達
郡
の
九
町
の
同
好
会
か
ら

な
る
伊
達
地
方
囲
碁
連
合
会
に

加
入
し
て
お
り
、
他
町
村
の

方
々
と
も
囲
碁
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　

囲
碁
は
難
し
い
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
ル
ー
ル
は
簡
単
。

交
互
に
盤
上
に
石
を
置
い
て
い

き
、
自
分
の
石
で
囲
ん
だ
領
域

の
広
さ
を
争
う
。
単
に
「
碁
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
て
、
２
人
で

行
う
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
一
種

で
、
チ
ェ
ス
、
シ
ャ
ン
チ
ー
と

並
ぶ
世
界
三
大
棋
類
の
一
つ
だ

そ
う
で
す
。

　

囲
碁
の
楽
し
み
と
し
て
、
初

心
者
も
有
段
者
と
対
等
に
勝

敗
を
競
う
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、
老
若
男
女
が
一
緒
に
な
っ

て
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
の
も
囲
碁
の
楽
し
み
で
あ

り
、
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
頭
を
使
う
こ
と
で
脳

の
若
さ
を
保
ち
、
認
知
症
の
予

防
に
も
な
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
本
会
に
入
会
し
、
趣
味
と

し
て
余
暇
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
初
め
て
の
方
も
大
歓
迎

で
す
。

農業委員会の動き

　12 月 18 日定期総会が開催され、次のとおり確認
されました。

　1 月の農業委員会定例総会は次のとおりです。
傍聴においでください。

・日時　1 月 20 日火午後 1 時 30 分
・場所　観月台文化センター大研修室

◆問い合わせ　農業委員会　☎ 585-2890

・農地所有権移転 6 件
　　合意解約 3 件

・農地転用（市街化区域） 1 件
・農地利用集積計画の決定

　気分がすぐれない、夜あまり眠れない、物事に集中できないなど…。
このような時、あなたは何か悩み事を抱えているはずです。その悩み事、
心の中にあることを誰かに相談してみませんか。
　相談するだけでも気持ちが楽になります。
　国見町では、臨床心理士による個別の相談会を開催いたします。頼り
になる臨床心理士に悩みを相談することで、あなたの気持ちが楽になり、
今後の適切なアドバイスを受けることもできます。
　相談会は予約制とし、相談内容などの秘密は厳守されます。
　この機会にあなたの悩みを相談してみてください。

●相 談 日　　 1 月 30 日金、2 月 27 日金、3 月 20 日金
　　　　　　　　   ※時間はいずれも午後 1 時 30 分から午後 4 時 30 分
●場 所　　 観月台文化センター内（詳しくは、申込された方にお知らせします）
●相談対応者　　  福島県立医科大学医学部　神経精神医学講座　臨床心理士　松本貴智氏
●申 込　　 予約制で行いますので希望される方は 1 月 23 日金までに保健福祉課社会福祉係に
                                     お電話ください。日程を調整の上、相談日時を連絡します。
◆申込・問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

住民基本台帳の閲覧状況をお知らせします
　住民基本台帳の閲覧については、個人情報保護に
対する意識が高まり、「住民基本台帳法の一部を改正
する法律」が平成 18 年 11 月 1 日から施行され、公
用及び公益性が高いと認められる場合に限定されて
います。     　
　また、住民基本台帳法の規定に基づき年に一度、

住民基本台帳の閲覧状況を公表しています。  
（住民基本台帳法第 11 条第 3 項、同法第 11 条の 2

第 12 項、住民基本台帳法の一部の写しの閲覧及び住
民票の写し等の交付に関する省令第 3 条）  
　平成 26 年 1 月 1 日から平成 26 年 12 月 31 日まで
の閲覧状況は下記のとおりです。

閲覧年月日 閲覧した団体などの名称（敬称略） 請　求　理　由 閲覧した範囲
7 月 30 日 福島県直轄理事 平成 26 年度福島県政世論調査対象者の抽出 大字藤田地区

11 月 18 日 自衛隊福島地方協力本部長 自衛官募集に伴う広報適齢者の抽出 全地区

12 月 17 日 福島県生活環境部長 男女共同参画・女性の活躍促進等に関する県民意識
調査の対象者抽出 大字山崎地区

◆住民基本台帳の閲覧状況

◆住民基本台帳の一部写しを閲覧することができる場合は、次のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
1国や地方公共団体の機関が法令で定める事務を行う場合
2統計調査・世論調査、学術研究など調査研究で公益性の高いと認められるもの   
3公共的な団体が行う地域住民の福祉の向上となる活動で公益性が高いと認められるものの実施  
4訴訟の提起などに使用する場合      
　※　営利目的の場合は、閲覧できません。      
    　　　　　　　　　　　　　　◆問い合わせ　住民生活課　戸籍係☎ 585-2115

あなたの
悩みを相談

してみませんか？
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※普通会計とは、水道事業会計など公営企業会計等を除く一般会計を主とする会計をいいます。
※人件費には、一般職の給与の外、特別職（町長等、議会議員、非常勤の特別職）及び嘱託員に支
　給される報酬等を含みます。

職
員
の
給
与
等
の
状
況　
　

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
の
「
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
」
な
ど
を

基
に
し
た
町
職
員
の
給
与
等
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

１．人件費の状況（平成 25 年度普通会計決算）

住民基本台帳人口 H26.3.31 歳出総額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率（B/A）
9,893 人 8,707,831 千円 298,731 千円 964,508 千円 11.08％

２．職員給与費の状況（平成 25 年度普通会計決算）

職員数
（Ａ）

給与費 1 人当りの
給与費（B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

97 人 320,526 千円 72,985 千円 116,068 千円 509,579 千円 5,250 千円
※職員手当に退職手当は含みません。

３．職員の平均給料及び平均年齢

区　分 国見町 福島県
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 312,694 円 39.1 歳 336,500 円 42.9 歳
※一般行政職とは、資格職等を除く職員をいいます。
※町では、独自に給料の減額を行っています。（Ｈ 21 ～ 23 年度上限 3% 減額、Ｈ 24 年度上限 2% 減額、
　Ｈ 25 年度上限額 1％減額、Ｈ 26 年度上限 0.5％減額）

４．職員の初任給及び経験年数別給料月額の状況

区　分 初任給 経験年数
10 年 20 年

一般行政職 大学卒 183,500 円 265,500 円 369,300 円
高校卒 148,600 円 219,700 円 313,500 円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後の年数を、採用前に民間歴などがある場合は、
　その期間を換算し採用後の年数に加算した年数をいいます。

５．一般行政職の級別職員数
区　分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 合計標準的な職務 主事 主事 主査 主任主査 課長・主幹 総務課長・参事

職員数（人） 9 13 18 24 12 2 78
構成比（％） 11.5 16.7 23.1 30.8 15.4 2.5 100.0

時間外
勤務手当

正規の時間を超えて勤務したときに支給される手当です。
平成 25 年度総支給額（選挙手当を除く）47,746 千円
職員 1 人当り 430 千円（年額）

6．職員手当の状況

7．特別職等の報酬など
給料（報酬）月額 期末手当

町　長 757,795 円（0.5％減後） 議　長 304,200 円（10％減後）   6 月期　1.40 月分

副町長 604,960 円（0.5％減後） 副議長 236,220 円（7％減後） 12 月期   1.55 月分

教育長 567,150 円（0.5％減後） 議　員 216,600 円（5％減後） 合計  　2.95 月分

8．部門別職員数の状況
一般行政部門 特別行政 公営企業等

合計
部　門 議会 総務 企画

商工 税務 民生 衛生 農林 土木 合計 教育 水道・下水道
その他

平成 25 年度 2 20 6 9 12 8 7 6 70 20 15 105
平成 26 年度 2 20 10 9 12 9 7 8 77 20 14 111

増　減 0 0 4 0 0 1 0 2 7 0 △ 1 6

※増減の主な理由は、組織機構の見直しによるものです。
※条例上の定数は 121 人です。

特殊勤務
手　　当

危険・困難・不快・不健康な業務に従事する
職員に対して支給される手当です。
手当の種類　12 種類　
　　　　　　代表的な手当　徴税職員等手当
※平成 26 年 4 月 1 日から支給を再開しています。

扶養手当

配偶者 13,000 円、扶養親族それぞれ 6,500 円
（ただし、配偶者のいない職員の扶養親族の

うち 1 人は 11,000 円）、扶養親族のうち満 16
歳の年度初めから満 22 歳に達した年度末ま
での子供につき月額 5,000 円を加算（月額）

住居手当 借家・間借　月額 9,500 円を超える家賃を払っ
ている職員に対し、月額 100 円～ 27,000 円

通勤手当 2 ～ 4km 未満 2,600 円、4 ～ 6km 未満 3,900 円 
6 ～ 8km 未満 5,200 円、8 ～ 10km 未満 6,500 円
80km 以上　50,400 円（いずれも月額）

（地方公共団体定員管理調査に基づく人数で全職員数です）※特別職は含まない。

※町長等の給料月額は平成 25 年 4 月 1 日に改定しています。（平均 10％減額）

※議会議員の報酬月額は平成 7 年 4 月 1 日改定（平成 21 年 4 月より上記表のとおり減額）

※期末手当の月数は平成 26 年 12 月 1 日現在です。

期末勤勉
手　　当

区分 6 月期 12 月期 合計
期末手当 1.225 月分 1.325 月分 2.55 月分
勤勉手当 0.675 月分 0.825 月分 1.50 月分

制度上の段階、職務の級による加算措置あり。
平均支給月数は平成 26 年 12 月 1 日現在です。

退職手当

区分 勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 35 年 最高限度

自己都合 21.62 月分 30.82 月分 43.7 月分 52.44 月分

定年・勧奨 27.025 月分 36.57 月分 52.44 月分 52.44 月分

瑞宝双光章　

　玉手幸平さん（中部）

秋の叙勲　

　元伊達地方消防組合消防本部
消 防 可 令 長 の 玉 手 幸 平 さ ん が、
11 月 11 日に東京で行われた叙勲
伝達式に出席されました。
　玉手さんは、昭和 47 年に伊達
地方消防組合発足に伴う採用の際
に消防士として採用され、拝命以
来 38 年余りの永きにわたり、常
に職責を自覚し、研纘努力を惜し
むことなく積極的に職務の遂行に
あたり、豊富な知識と経験をもっ

て部下職員の指導育成にあたられ
ました。
　玉手さんは「亡き妻に今回の受
章を見せてあげたかった。一番喜
んでくれているのは妻」と話され、
現職時代昼夜関係なく仕事に出か
ける夫の代わりに、息子さんたち
を育てられた奥様のことを話され
ました。また、特に記憶に残って
いることをお聞きすると「昭和
61 年の 8・5 水害。この時に中央
消防署北分署も浸水し、体育館に
機能を移したこと。災害本部で指
示をだしたこと」と当時の思い出
を話されました。

お詫びとお知らせ
　12 月号にて、秋の叙勲受章者の記事を掲
載いたしましたが、危険業務従事者叙勲（消
防関係）を受章された玉手幸平氏の掲載が漏
れていました。ここにお詫びするとともに、
改めて、そのご功績を含めて掲載いたします。

危険業務従事者叙勲

国見町農業政策に関する建議
　国見町農業委員会（朽木勝
之会長）は 12 月 22 日、「平成
27 年度農業政策に関する建議」
を太田久雄町長へ提出しまし
た。
　国見町の基幹産業である農

業が、有望で今後も恒久的に持続可能な職業の一つに
なるよう農業委員会が取りまとめた意見を建議したも
のです。
～建議の内容～
◆農産物の風評被害対策について◆（仮称）里まち文
化交流ステーションについて◆農業後継者、担い手支
援について◆農村の振興と活性化について◆鳥獣被害
防止対策について◆遊休農地解消対策について◆農業
委員会体制並びに機能強化について

　少子化対策事業の一つ
として結成したスマイル
国見若人の会（大和田健
智委員長）の学習会が 12
月８日、観月台文化セン

出会いの場づくり事業

ターで開かれ、委員が出会いの場づくり事業につい
て学びました。講師の大玉村社会福祉協議会の鈴木
哲也氏は、「自分たちが楽しめるイベントでないと参
加者が集まらない」など、大玉村における成功例や
失敗例を分かりやすく説明していました。実行委員
会では、出会いの場づくりのイベントを企画するこ
とになっています。一緒に企画を楽しむ実行委員に
ついて随時募集しています。関心のある方は事務局
までお問い合わせください。
◆事務局：保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

実行委員

募集
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住宅除染の進捗状況
　 住宅除染の実施状況をお知らせします。

（12 月 22 日現在）

方 　 部
平成 26 年度計画分 平成 25 年度

実 施 分
除 染 完 了
合 計事 前 モ ニ

タ リ ン グ 除 染 着 手 除 染 完 了

藤 田 方 部 618 件 531 件 502 件 360 件 862 件
小 坂 方 部 247 件 27 件 5 件 310 件 315 件
森 江 野 方 部 254 件 241 件 221 件 190 件 411 件
大 木 戸 方 部 285 件 214 件 175 件 60 件 235 件
大 枝 方 部 68 件 68 件 68 件 129 件 197 件
合 　 　 計 1,472 件 1,081 件 971 件 1,049 件 2,020 件

一
歩
一
歩
着
実
な
前
進
を
確
認

国
見
町
民
会
議
開
催

　

東
日
本
大
震
災
復
旧
復
興
対
策
推
進
国

見
町
民
会
議
は
12
月
25
日
に
開
催
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
報
告
と
、
新
た
な
平

成
27
年
の
躍
進
を
誓
い
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
会
長
の
太
田
久
雄
町
長

は
「
一
歩
一
歩
で
す
が
着
実
な
前
進
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
一
点
の
光
が
見
え
始
め
、

大
き
な
光
と
な
る
よ
う
に
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。」
と
成
果
と
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。

　

住
宅
除
染
で
は
２
０
０
０
件
を
超
え
て

作
業
が
終
了
し
て
お
り
、
仮
置
場
も
10
箇

所
確
保
で
き
ま
し
た
。
県
北
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
下
水
汚
泥
対
策
で
は
全
量
搬
出
に

向
け
た
仮
設
汚
泥
乾
燥
施
設
建
設
が
進

み
、
ま
た
、
悪
臭
被
害
に
よ
る
賠
償
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
農
作
物
の
風
評
被
害
対
策

へ
の
積
極
対
応
や
、
住
民
の
健
康
管
理
の

継
続
的
取
り
組
み
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
民
会
議
は
平
成
24
年
12
月
の
設
立
よ

り
、
丸
２
年
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
も
活
動

の
先
頭
を
担
い
、
町
民
一
丸
と
な
り
取
り

組
む
こ
と
を
決
議
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

住宅除染　
　　3 町内会を前倒実施へ

　住宅除染について、平成 27 年度に計画してお

りました滝山、小林、第 2 町内会を、今年度事業

として前倒しで除染作業を進めることを決定しま

した。

　住宅除染の早期完了を目指して、仮置場等条件

の整っている 3 町内会を先行して取り組むもので、

12 月 17 日開催の町民会議役員会で決定し、藤田・

森江野方部会で実施が確認されました。

　平成 27 年度実施町内会は藤田方部大字藤田地

内の 6 町内会となりますが、速やかに実施できる

よう努めていきます。

一年間の活動の成果を確認した国見町民会議

●　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　●

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 26 年 11 月生まれ）
・9 か月児（平成 26 年 5 月生まれ）

3 月 19 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 ヵ月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

3 月 4 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

観月台文化センター
第１和室

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課に電話でお申し込みください。　　　　　

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

＊＊＊ 1 歳 6 か月児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 25 年 6 月 16 日から
平成 25 年 9 月 30 日生まれの幼児

3 月 24 日火
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 30 分

小坂農村総合
管理センター

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、生活保健指導などを実施します。
　　　　　　心理判定員による相談・指導・・・子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
　　　　　　栄養指導（おやつの試食）もあります。
　　　　　　健診該当者には後日健診票を郵送します。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

食生活改善推進員募集
　食生活改善推進員は、食や栄養について一緒に学
習したり、地域の皆さんにもお伝えする等「私達の
健康は私達の手で」をスローガンに食生活を通して
健康づくりをすすめる活動をしているボランティア
です。
　現在 13 名が活躍中です。食生活や健康づくりに興
味のある方を随時募集しています。（お問合せ・お申
し込みは保健福祉課　保健係まで）

～食生活改善推進員の主な活動～
●くにみ幼稚園での食育指導
● 1 歳 6 か月児健診時でのおやつ作り
●生活習慣病予防料理教室の開催　など

※会場に注意してください。

幼
稚
園
食
育
指
導
の
様
子

●　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　●
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年末年始における
事件事故防止活動出動式

一足早い
手作りのクリスマスケーキ
　12 月 17 日、上野台仮設住宅で入居者が参加し、クリスマ
スケーキ作りが行われました。
　クリスマスケーキを作るのは、初めての方ばかり。様子を
うかがっていると、恐る恐る手をだしてクリームを塗り、飾
りつけでイチゴを並べたら・・。世界に１つだけの手作りク
リスマスケーキ。出来ばえにうっとりの入居者でした。　

町長賞に輝いた、国見小学校５年佐藤由唯さん

税の作品コンクール
表彰式
　12 月 15 日観月台文化センターで、平成 26 年度国見町小中
学生「税の作品コンクール」の表彰式が児童、保護者、関係
者等が出席し行われました。今年は書の部 221 点、標語の部
171 点の応募があり、太田町長の式辞の後、審査会で決定し
た 14 人に対し賞状等が手渡されました。お礼の言葉は県北中
学校佐藤里奈さんが述べました。

木と森の大切さと役割学ぶ
国見町ファミリー緑の教室

そこそこそこ、あー、難しいな

　12 月 14 日、観月台文化センターで国見町緑化推進委員会
が主催した「ファミリー緑の教室」が８家族 21 人が参加し、
開かれました。木や森に関する講義やクイズを行ったり、間
伐材による木工クラフト体験をしたりして、木や森の役割、
自然と人間の共生の大切さを学ぶことが目的の事業で、今年
で４回目です。中には、子どもより一所懸命になるパパもいて、
会場内はにぎやかな声と木づちの音が響いていました。

地蔵庵そば祭り
今年も美味しいお蕎麦になりました
　12 月 14 日、小坂・太田川ふれあいセンターで地蔵庵そば
祭りが行われました。当日は 200 食のそばが用意され、また、
そば粉入りの大判焼きも一緒に振る舞われました。雪も降る
寒い日でしたが、たくさんの来場者がありました。おいしい
おそばの他に会場ではそば打ちの実演披露や石臼体験もあり、
目でも楽しむことができました。小さなお客様も大満足のおそば

初めての　ケーキ作りに　にこにこね

　12 月 9 日、福島北警察署桑折分庁舎において、年末年始に
おける事件事故防止活動出動式が行われました。国見・桑折
両町の交通・防犯の関係者が出席し、交通事故を防ぎ、地域
の安全を守る決意を新たにしました。その後、コープマート
やハシドラッグの駐車場でチラシを配り、買い物客へ交通安
全や防犯の推進を訴えました。交通事故防止に全力をつくします

園児たちと
楽しくクリスマス会

まごころも添えて
「おせち」の配達

仮設忘年会
全国各地のお鍋、ごちそうさまでした。

　12 月 25 日、国見町赤十字奉仕団、国見町社会福祉協議会
が町内の一人暮らしの高齢者におせち料理を用意し、各地区
の民生児童委員の協力を得て 171 世帯へ届けました。おせち
の他に佑武館剣道場の子どもたちが書いた年賀状や手作りの
箸袋を添えてあり、高齢者の方たちの心が暖まる「おせち」
となりました。

　12 月 19 日、仮設入居者の合同忘年会が開催されました。
忘年会は全国曹洞宗青年部が主催、町社協の共催で仮設住宅
に住む 32 人の方が参加されました。くじ引きや利きリンゴ・
カラオケなど催しがたくさんありました。参加者は全国各地
のおいしいお鍋やお酒でおなかを満たし、1 年を締めくくる楽
しい忘年会となりました。

　12 月 17 日、国見の里でクリスマス会が行われました。今
回はくにみ幼稚園の園児が訪問し歌を披露しました。園児と
入居者のほかデイサービス利用者が一緒に「雪」を歌い交流
を深めました。また国見の里新人職員によるよさこいは迫力
があり大変賑わいました。当日は雪景色ということもあり素
敵なクリスマス会になりました。おばあちゃんありがとう

子どもたちによる邦楽発表会
「若い芽のコンサート」

あれ、ピエロさん？あんだも、食べっかい？

左 : 民生児童委員の松浦光子さんと右：多勢幸子さん

　 12 月 20 日、古典鑑賞会が主催した「若い芽のコンサート」
が観月台文化センターで開催されました。子ども和楽器体験
教室生による琴や三味線の発表を中心に、若柳流宝松会の日
舞など 18 演目が披露されました。今年は、新たに公民館事業
の阿津賀志学級とくにみ女性教室生も合同で琴の演奏を披露
し、来場者の目と耳を楽しませました。「花いかだ」などの楽曲を披露

新嘗祭「天のつぶ」を
県知事に報告
　12 月 19 日、10 月に皇居で行われた新嘗祭に「天のつぶ」
を献上した朽木勝之、京子さん夫妻と太田久雄町長が、県庁
を訪れ内堀雅雄知事にコメ農家最高峰の栄誉を報告しました。
　報告に際し、朽木さんは内堀知事に県オリジナル品種「天
のつぶ」を贈り、「米価が下がり、先行きに不安があるが、試
行錯誤しながら頑張っていきたい」と力強く話しました。内堀知事に「天のつぶ」を贈る朽木夫妻
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２
月
の
相
談
会

≪障がい者相談≫
・開催日　17 日火

・場所　　観月台文化センター

　　　　   第 2 和室

・時間　　午前 10 時から午後 4 時

　※障がい者に関する様々な相談を

　　受付しますので、ぜひご利用く

　　ださい。

お
知
ら
せ

≪心配ごと相談≫
・開催日及び相談員

・場所　観月台文化センター
　　   　第 2 和室

・時間　午前 9 時から正午

12 日 木 髙原ミエ子 さん
宍戸　加代 さん

26 日 木 山﨑　岩雄 さん
佐藤　敬子 さん

お
急
ぎ
く
だ
さ
い　

太
陽
光
発
電
の
申
請

　
太
陽
光
発
電
補
助
金
が
残
り
わ

ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
環
境
へ

の
負
担
が
少
な
い
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
受
付
は
、
予
算
が
な
く
な

り
次
第
終
了
し
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

※
交
付
申
請
は
必
ず
工
事
着

手
前
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
申
請
に
当
た
り
、
平
成

27
年
３
月
末
ま
で
に
シ
ス
テ
ム

設
置
完
了
に
か
か
る
書
類
一
式

の
提
出
が
間
に
合
わ
な
い
場
合

は
、
交
付
決
定
が
取
り
消
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

申
請
用
紙
は
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

様
式
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
企
画
情
報
課
企
画
情
報
係

☎
５
８
５
‐
２
９
２
７

消
費
者
行
政
活
性
化
事
業　

振
り
込
め
詐
欺
・

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
対
策

　
　
　
　
　
　
　

講
演
会

　

講
師
に
、
防
犯
対
策
に
お
い

て
有
名
な
、
犯
罪
・
防
犯
ア
ナ

リ
ス
ト
の
梅
本
正
行
氏
を
招
い

て
、
振
り
込
め
詐
欺
・
特
殊
詐

欺
被
害
防
止
対
策
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

入
場
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
ど

う
ぞ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

２
月
４
日
水　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

▼
場
所　

観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー　

大
研
修
室

▼
講
師　

梅
本　

正
行
氏

▼
演
題
（
予
定
）『
安
心
で
き

な
い
時
代
の
生
き
方　

～
振
り

込
め
詐
欺
・
特
殊
詐
欺
に
遭
わ

な
い
た
め
に
～
』

問
産
業
振
興
課
産
業
振
興
係　

☎
５
８
５
‐
２
９
８
６

第
39
回
元
気
セ
ミ
ナ
ー

「
養
生
訓
」
で
長
生
き

　

公
立
藤
田
総
合
病
院
で
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
向
け
て
「
元

気
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
申
し
込
み
不
要
・
無
料

セ
ミ
ナ
ー
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

１
月
29
日
木
午
後
４

時
か
ら　

▼
場
所　

総
合
受
付
前
ホ
ー
ル

・
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ

▼
演
題　
「
養
生
訓
」
で
長
生

き※
養よ

う
じ
ょ
う
く
ん

生
訓
と
は
？
江
戸
時
代
に

福
岡
藩
の
儒
学
者
、
貝
原
益
軒

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
、 

江
戸
時

代
の
健
康
な
暮
し
方
に
つ
い
て

の
解
説
書
。

▼
講
師　

公
立
藤
田
総
合
病
院

堀
川
哲
男
院
長

問
公
立
藤
田
総
合
病
院
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー　

☎
５
８
５
‐
２
１
２
１

西
根
堰
土
地
改
良
区

農
地
異
動
届

　

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区
費

の
水
利
費
賦
課
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
農
地
面
積
を
基
準

に
算
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
27
年

度
の
水
利
費
賦
課
の
基
準
と
な

る
農
地
面
積
な
ど
に
変
更
が
あ

る
場
合
は
、
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
届
け
出
が
必
要
な
場
合

・
農
地
の
売
買
な
ど
に
よ
り
所

有
者
が
変
わ
っ
た
と
き

・
地
区
除
外
を
す
る
と
き

・
経
営
移
譲
や
死
亡
な
ど
で
名

義
変
更
を
し
た
と
き

・
農
地
の
賃
借
が
あ
っ
た
と
き

（
水
利
費
の
支
払
義
務
者
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
届
出
期
間　

３
月
20
日
金

▼
届
出
・
問
い
合
わ
せ　

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区

☎
５
８
２
‐
２
３
１
９

　　
　　人口　　  9,800 人（△ 7）　
　　  男　　    4,708 人（   -   ）
     　 女　        5,092 人（ △ 7）　
　    世帯　  　3,402 世帯（ ＋ 6）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 26 年 11 月 30 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7 時まで延長しています

　　≪窓口延長の日≫　1 月 15 日、22 日、29 日
                                       　　 2 月 5 日、12 日、19 日、26 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明書
の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の届出、
税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合せください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ
　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

戸 籍 の 窓 口
10 月 21 日～ 11 月 20 日受付分

●おくやみ申し上げます●

●誕 生 お め で と う ●　

赤根　大
た い が

河ちゃん
拓磨さん　美穂さん

舟山　琉
りゅうと

翔ちゃん
政輝さん　綾乃さん

（山崎沢田）

（藤田光陽）

佐藤　有
あ り さ

紗ちゃん
貴浩さん　京子さん

（ 第 ３ ）

●結 婚 お め で と う ●　

原田　裕希さん
佐久間美波さん （ 板 橋 南 ）

     第２回　
　 国見のおいしいレシピ・
     　　　　　       コンテスト
　

 　第 2 回「国見のおいしいレシピ・コンテスト」を開催します。
　国見の旬の食材を使ったオリジナリティーあふれる自慢レシピを
募集します。みなさん、奮ってご応募ください。

●日時　　　3 月 15 日日　午前 10 時から正午
●場所　　　観月台文化センター　栄養指導室
●対象者　　個人、団体、グループは問いません。
●テーマ　　
　・今回のテーマは「噛む」です。大根、
         ニンジン、ゴボウを使用してください。
　・噛むことで、食事の喜び、楽しさ、健
         康づくりにつながる創作料理をご応募
         ください。
　・優れたレシピは、平成 28 年開業予定
　　の（仮称）里まち文化ステーションの
　　メニューに採用することも考えます。
●申込方法　
　・応募用紙は、産業振興課に備えてあります。
　・必要事項を記入の上、2 月 21 日土まで、産業振興課
　　へお申込みください。
●問い合わせ　産業振興課　まちづくり交流推進室　

                                電話 585-2132

今回のテーマは

古内　トシさん 104（山崎沢田）
八巻　賢藏さん 87（ 大 坂 ）
髙橋　龍雄さん 88（山崎小舘）
髙橋　竹男さん 75（ 山 崎 北 ）
菊地　ナカさん 82（ 並 柳 ）
西間木恒雄さん 79（国見の里）
佐藤　松男さん 91（石母田表）
原田　金七さん 84（ 内 谷 西 ）
吉田　倉治さん 94（ 大 町 南 ）
遠藤キヨミさん 94（ 並 柳 ）

平
成
26
年
度
農
業
者

年
金
巡
回
相
談
会

▼
日
時　

1
月
23
日
金　

午
後

1
時
30
分

▼
場
所　

伊
達
み
ら
い
農
業
協

同
組
合
本
店　

3
階
大
会
議
室　

（
伊
達
市
保
原
町
字
7
丁
目
33

の
3
）

▼
相
談
会
の
内
容　

農
業
者
年

金
を
受
給
す
る
た
め
の
手
続
き

や
年
金
の
受
給
方
法
に
つ
い
て

「
全
体
説
明
」
の
あ
と
「
個
人

面
談
」
を
行
い
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
５
８
５
‐
２
８
９
０
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行事のお知らせ
1 月 10 日 土 みみずく　おはなし会

11 日 日 国見町成人式
13 日 火 阿津賀志学級

子ども移動図書館（国見小 3 年生）
15 日 木 子ども移動図書館（国見小 2 年生）
16 日 金 2 学級合同学習会
17 日 土 ふるさと歴史教室②
20 日 火 子ども移動図書館（国見小 1 年生）
21 日 水 くにみ女性教室
22 日 木 子ども移動図書館（国見小 3 年生）
24 日 土 国見っ子わんぱく広場
25 日 日 元気っ子スキー教室
27 日 火 子ども移動図書館（国見小 2 年生）
29 日 木 子ども移動図書館（国見小 1 年生）

ブックスタート
2 月 1 日 日 町長杯新春囲碁・将棋大会

2 日 月 休館日
5 日 木 工芸教室①
7 日 土 みみずく　おはなし会

　

12
月
12
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
約
70
人
の

参
加
者
の
も
と
「
落
語
を
聞
く

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

出
演
者
は
「
ふ
く
し
ま
素
人

落
語
の
会
」
の
４
人
で
、
そ
れ

ぞ
れ
ご
自
分
の
持
ち
演
目
を
披

露
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
「
落
ち
」
が
語
ら
れ
る
度

に
爆
笑
し
ま
し
た
。
多
忙
な
師

走
に
年
を
忘
れ
て
落
語
を
味
わ

え
ま
し
た
。

年
忘
れ
落
語
を
聞
く
会

３
学
級
合
同
学
習

名前もユニーク「しお家
や こ し ょ う

小笑」さん

ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
満
喫
☆

こ
ど
も
ま
つ
り

　

12
月
21
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
、
幼
稚
園
年
長
児
か

ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
74
人
と

地
域
の
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
な

ど
33
人
が
参
加
し
、
ク
リ
ス
マ

ス
行
事
と
し
て
こ
ど
も
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
エ
プ
ロ

ン
」
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
始
ま
り
、
人
形
劇
の
鑑
賞
、

「
よ
み
き
か
せ
み
み
ず
く
」
に

よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、「
国

見
民
話
の
会
」
に
よ
る
ク
リ
ス

マ
ス
カ
ー
ド
作
り
、
国
見
っ
子

わ
ん
ぱ
く
広
場
指
導
員
に
よ
る

ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
づ

く
り
や
運
動
遊
び
を
体
験
。
そ

の
ほ
か
、
積
み
木
遊
び
や
マ
ン

カ
ラ
ゲ
ー
ム
な
ど
子
ど
も
た
ち

は
自
由
に
好
き
な
場
所
で
好
き

な
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

５
・
６
年
生
は
、
杉
崎
一
江

先
生
と
く
に
み
女
性
教
室
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
指
導
に

よ
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
ケ
ー
キ
作

り
を
体
験
。
フ
ラ
イ
パ
ン
を

使
っ
た
ケ
ー
キ
は
ふ
っ
く
ら
と

味
よ
く
仕
上
が
り
、「
家
で
も

で
き
る
！
」
と
パ
ク
パ
ク
試
食

し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
は
、
わ
ん
ぱ
く
広

場
指
導
員
に
よ
る
手
作
り
お
菓

子
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
地
域

の
大
人
と
子
ど
も
た
ち
と
の
楽

し
い
交
流
の
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

ハンドミキサーって便利だなあ♪

人形劇に夢中！

第 23 回国見町長杯　
新春囲碁・将棋大会

日　時　　2 月 1 日日
　　　　　午前 9 時開会（午後４時終了予定）
場　所　　観月台文化センター　第一和室
対　象　　町内在住、在勤の愛好者
　　　　　町内の小学生、中学生の愛好者
　　　　　国見町囲碁・将棋各同好会の会員
定　員　　囲碁・将棋　各 30 人
区　分　　囲碁・将棋ともＡクラス、Ｂクラス、
　　　　　小中学生の部
参加費　　一般 1,000 円
　　　　　小中学生 500 円（昼食代含）
表　彰　　町長杯、賞状、賞品、参加賞
申込み方法　1 月 23 日金まで生涯学習課に申
　　　　　　込み下さい。（電話、メール可）
主　催　　国見町
主　管　　国見町囲碁同好会　
　　　　　国見町将棋同好会

第
１
回

　

ふ
る
さ
と
歴
史
教
室

  　

12
月
６
日
、
改
修
工
事
を

行
っ
て
い
る
町
史
跡
「
岩
淵
遺

跡
」
で
、
ふ
る
さ
と
歴
史
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
30
人
は
、
工
事
の

施
工
業
者
か
ら
縄
文
時
代
を
想

像
し
材
料
を
工
夫
し
て
仕
上
げ

た
話
し
や
、
木
本
元
治
文
化
財

専
門
員
か
ら
発
掘
調
査
で
発
見

さ
れ
た
遺
物
と
、
地
形
環
境
か

ら
縄
文
時
代
の
人
々
の
生
活
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

出
前
町
民
講
座

第
２
回

　

ふ
る
さ
と

　
　

歴
史
教
室

◆
テ
ー
マ

　
「
国
見
の
宿
場
町
」

～
小
坂
宿
を
例
と
し
て
～

◆
講
師　

菊
池　

利
雄
氏

◆
日
時　

１
月
17
日
土

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

◆
場
所　

小
坂
農
村
総
合

　
　
　
　

管
理
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
み
不
要
・

　
　
　
　
　
　

参
加
無
料

　

12
月
４
日
、
阿
津
賀
志
学
級

生
56
人
が
参
加
し
、「
お
話
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

「
お
は
な
し
会
」　

阿
津
賀
志
学
級

　

学
級
生
の
話
を
聞
き
合
う
と

い
う
内
容
で
、
６
人
が
話
さ
れ

ま
し
た
。
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
の

菅
井
昭
子
さ
ん
は
「
徳
江
観
音

寺
由
来
」
を
民
話
の
語
り
で
話

さ
れ
、
続
く
石
川
久
子
さ
ん
は

「
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
、
自
分

が
先
生
」
と
題
し
、「
絵
手
紙
」

の
経
験
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
小

紫
實
さ
ん
は
「
顕
彰
章
と
表
彰

状
の
数
々
」
か
ら
自
ら
の
受
賞

の
体
験
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
中

　

12
月
18
日
、
国
見
小
学
校
で

「
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
北
管
内
か
ら
、
子
ど
も
の

読
書
活
動
推
進
に
向
け
て
活
動

す
る
方
な
ど
約
90
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
学
校
図
書
館
大

賞
を
受
賞
し
、
山
形
県
読
書
活

動
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
全
国
区
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
五
十
嵐
絹
子
氏
を

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会講

師
に
講
演
会
を
開
催
。「
本

を
読
む
子
は
必
ず
伸
び
る
」
と

読
書
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

村
洋
平
さ
ん
は
「
私
の
自
慢
の

国
見
町
」
で
国
見
町
を
あ
ら
た

め
て
見
直
す
話
で
し
た
。
髙
橋

不
二
子
さ
ん
は
「
健
康
で
楽
し

く
生
き
る
」
と
い
う
題
で
、「
病

気
に
な
ら
な
い
生
き
方
」
と
い

う
本
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
は
社
会
教
育
指
導
員
の
坂
内

明
生
さ
ん
が
「
花
と
と
も
に
歩

む
」
を
テ
ー
マ
に
、花
を
育
て
、

愛
す
る
様
子
が
う
か
が
え
る
話

で
し
た
。

　

話
し
手
の
皆
さ
ん
に
は
「
う

ま
く
話
せ
た
で
賞
」
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

スピーチする小紫實さん

寒い中熱心に説明を聴く参加者

講師の五十嵐絹子氏
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放送日 放　送　内　容

1/16 伝統技術とのコラボレーション

1/23 古文書からうかがえる国見町

放送日 放　送　内　容

1/30 手作りスイーツに想いを込めて

2/6 ひと足早く春の風物詩

2/13 国見町の魅力をフォーカス

明けまして、おめでとうござい

ます。今年も広報くにみをよ

ろしくお願いいたします。今年

も、多くの方にお会いして、い

ろいろな話を伺いたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。

 （N.K）

あ と が き

にみく
カレンダー

日 月 火 水 木 金 土
9 10

・いきいきサロン
第4（午前10時～）
第8・第9

（午後1時半～）
・ももたんFM
・広報くにみ

1月号発行日

11 12 13 14 15 16 17
・国見町成人式 成人の日 ・阿津賀志学級 ・いきいきサロン

第3（午後1時半～）
・いきいきサロン

塚野目（午前10時～）
第2（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
大木戸（午後1時半～）

・2学級合同学習会
・ももたんFM

・ふるさと歴史教室

18 19 20 21 22 23 24
・いきいきサロン

泉田下（午後1時半～）
・いきいきサロン

德北（午前11時半～）
・障がい者相談

・いきいきサロン
第1（午後1時半～）

・ニコニコ相談会
・くにみ女性教室
・粗大ごみ回収日

・いきいきサロン
泉田中（午前10時～）

・心配ごと相談
・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
光明寺（午後1時半～）

・ももたんFM

・国見っ子 
わんぱく広場

25 26 27 28 29 30 31
・元気っ子スキー

教室
・いきいきサロン

板橋（午前10時～）
高城（午後1時半～）

・いきいきサロン
石母田（午後1時半～）

・いきいきサロン
貝田（午後1時半～）

・いきいきサロン
大枝（午後1時半～）

・乳幼児健診
3・9か月

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
源宗山（午前10時～）

・ももたんFM

2/1 2/2 2/3 2/4 2/5 2/6 2/7
・町長杯新春

囲碁将棋大会
・いきいきサロン

川内（午後1時半～）
・税金等納期限

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介護保険料

・いきいきサロン
内谷・鳥取

（午後1時半～）

・いきいきサロン
第3（午前10時～）
太田川（午後1時半～）

・ニコニコ相談会
・粗大ごみ回収日

・いきいきサロン
塚野目（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
第4（午後1時半～）

・ももたんFM

2/8 2/9 2/10 2/11 2/12 2/13 2/14
・いきいきサロン

山崎（午後1時半～）
・広報くにみ

2月号発行日
建国記念日 ・いきいきサロン

藤田（午前10時～）
耕谷（午後1時半～）

・心配ごと相談
・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
第8・第9

（午後1時半～）
・成人学級
・ももたんFM

・少年仲間づくり
教室

あけまして
　おめでとう
　　ございます

2015 年も
「広報くにみ」を
　よろしくお願いします


